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　21世紀を迎え、教育改革の流れとともに、その対応に全連退の一層の活動が期待されると
ころとなった。

◆教育改革への期待◆
　21世紀に入りわが国が、真に豊かで成熟した国として発展し国際的にも貢献していくため
には、新世紀にふさわしい教育のあり方を見据え、新しい時代を切り拓く、心豊かでたくま
しい日本人の育成を目指して、全ての学校段階を通じた教育改革の強力な推進が期待されて
いる。
　特に人間形成の基盤として重要な義務教育については、平成14年度より小・中学校で新学
習指導要領が全面実施され、また、長年段階的に進められてきた学校週５日制の完全実施と
相まって新たな時代を迎えている。
　現在進められている教育改革は、子どもたち一人ひとりに「確かな学力」と「豊かな心」
を育み、新しい時代を生き抜く方向としての「生きる力」を培うことをねらいとしている。
　教育は「国家百年の計」と言われ、それだけにこの改革のねらいを、しっかり達成できる
よう、“全力投球”が期待されている。
　文部科学省は、平成15年５月「教育の構造改革」と題した教育関係者向けのメッセージを
発表した。「画一と受身から自立と創造へ」を中心理念とし、教育全般にわたる文部科学省
の取り組みの方法を四つの理念で整理し理解を求めている。四つの理念は、次のようなもの
であった。
①�　一人ひとりの個性と能力に応じた学校教育の展開など「個性」と「能力」の尊重
②�　国際社会の一員としての教養ある日本人の育成など「社会性」と「国際性」の涵養
③�　学校や地域が個性あふれる学校づくりをして、ニーズに応えるための「選択」と「多様
性」の重視
④�　学校が説明責任を果たすとともに教育の質を評価によって
保障する「公開」と「評価」の推進

◆「教育の日」の制定◆
　全連退は、平成９年度より「教育の日」の制定を目指した活
動を進めている。
　「教育の日」の制定のねらいは、今日子どもたちの生活と家
庭や地域社会の現状の一部には、急激な社会変化に伴って憂慮
すべき状況があるという把握にたって、広く国民の参加、協力
のもとに「教育尊重の気運を高め、国民挙って教育の大切さを
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